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ダンチdeコソダテ in男山団地
地域子育て支援施設「おひさまテラス」の開設

はじめに
　この実践的な取り組みは、男山まちづくり連携協定書
の第１項「次世代を育むまちづくりとして、子どもが豊
かに育つために、地域で子育てを支え合い、ともに育ち
あう、分かちあう環境づくりの導入・確立」をめざし、
地域での子育て環境をつくるために、関西大学、UR 都
市再生機構、八幡市の連携協定の主体者である三者に京
都府を加え、四者が連携し、平成 26 年度に実施する取
り組みである。（以下、四者とは、関西大学、UR 都市再
生機構、八幡市、京都府を示す）
　八幡市は子育て支援に積極的に取り組んでおり、八幡
市として提供できる公共サービスは充実していた。その
ため、子育て支援環境の問題点は顕在化していない状態
であった。一方で、だんだんテラスでの活動や男山での
暮らしのアンケートの中からは、『もっと身近な子育て

支援の環境がほしい』などの意見が寄せられており、よ
り細やかな範囲での子育て支援の環境という潜在的に存
在していたニーズが、顕在化してきた。その中でも、八
幡市全域での子育て支援の現状、特に子育て支援セン
ターの立地から見た未就園児のサポート環境と、男山団
地の環境、特に空室率、高齢化率、周辺の子育て施設へ
の利便性などから、男山団地の A 地区が子育て支援へ
の取組み対象地としてもっとも適した地区であると選定
し、取組みの対象とすることとした。
　本稿では、男山まちづくり連携協定を軸に男山団地 A
地区を対象に子育て支援施設「おひさまテラス」の開設
に至った経緯と、その活動内容の詳細や日々の運営状況、
おひさまテラスの開設がもたらした地域への影響等につ
いて解説したものである。
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が少ない環境となっていた。
　八幡市全域での子育て支援の現状、
特に子育て支援センターの立地から
見た未就園児のサポート環境と、男
山団地の環境、特に空室率、高齢化率、
周辺の子育て施設への利便性などか
ら、男山団地の A 地区が子育て支援
への取組み対象地としてもっとも適
した地区であると選定し、取組みの
対象とすることとした。
　団地から発信する子育て環境の整
備を考えるために、ハードとソフト
の両面からの取組みにより、子育て
世帯がより暮らしやすい団地の環境
を目指した。団地が持つストックを
見直し、団地のストックに利用して
計画することにより、地域環境全体
が良くなることを目的とした。

②ダンチ de コソダテの枠組み
　ダンチ de コソダテは、上述のよ
うにハード面、ソフト面の両面から
同時に取り組むこととした。四者に
よる準備段階での協議によって、ハー
ド面の取組みとして「子育て世代向
けリノベーション住戸の供給」、ソフ
ト面の取組みとして「子育て支援施
設の導入」の二つの取組みを行うこ
ととした。これらのハード、ソフト
の両面を同時に進めるため、四者が
連携して行う会議体を複数設置し、
全体像を把握しながら、具体的に取
組みを進める体制を整えた。また、
詳細は後述するが、これらの体制を
整える中で、ソフト事業の先駆者と
して地域で子育て支援サークルを主
催していた地域住民にも会議体に参
加してもらうこととした。
　具体的には、次に示す３つの会議
体を設置し、取組みの体制を構築し
た。

【A 会議】
参加者：関西大学（提案部会）
UR 都市再生機構（ストック再生チー
ム）
八幡市（都市計画課、子育て支援課）
京都府（地域振興課、子育て支援課）

1. 背景、目的とその枠組み
①ダンチ de コソダテの背景と目的
　八幡市は子育て支援に積極的に取
り組んでおり、平成 26 年 4 月時点
において、待機児童数は 0 名であり、
地域の子育て支援センターには、多
くの来館者があり、八幡市として提
供できる公共サービスは充実してい
た。そのため、子育て支援環境の問
題点は顕在化していない状態であっ
た。一方で、だんだんテラスでの活
動や男山での暮らしのアンケートの
中からは、『もっと身近な子育て支援
の環境がほしい』などの意見が寄せ
られており、より細やかな範囲での
子育て支援の環境という潜在的に存
在していたニーズが、顕在化してき
た。当時、既に２カ所に子育て支援
センターが設置されていたが、広域
での支援とより小さな地域での支援
を区別することは難しく、子育て支
援センターによる子育て環境の向上
ではサポートしきれない原状が明ら
かになり始めていた。特に子育て支
援センターのサポートを必要とする
未就園児を育てる世帯への細やかな
ケアが難しい状態であった。
　一方で、男山団地に目を向けると、
全体の中で空室率が高い状態である
のは A 地区であった。男山団地 A 地
区は、最初に建設された地区であり、
他の地区と比較すると住棟間隔が広
く、大きなオープンスペースを有し
ている。しかし、交通利便性が低く、
近接した主要駅である京阪樟葉駅へ
のバス便が団地中央センターと比較
し少ない。また、小さな飲食店舗や
スーパーなども徒歩圏では充実して
いるとは言えない状態である。これ
は、子育て環境についても、徒歩圏
での充実という問題が存在する。もっ
とも近い子育て支援センターへも徒
歩では 30 分以上あり、車がない人
には利用することが困難であった。
子育て支援センターは未就園児に対
する子育て支援という側面も強くあ
り、A 地区において未就園児を育て
ている世帯にとっては、子育て支援

内　容：子育て支援の取組み全体の
方向性の共有・確認を行う。
行政による補助金制度などとの連携
など、具体策を検討する。
開　催：月１回程度

【a 会議】
参加者：関西大学（提案部会）
UR 都市再生機構

（ストック再生チーム、技術管理部）
内　容：「子育て世代向けリノベー
ション」の実施のための技術的打合
せ
開　催：隔週

【b 会議】
参加者：関西大学（提案部会）
八幡市（子育て支援課）
地域住民
内　容：「子育て支援施設」の具体的
な支援内容の検
討。運営方法の検討。
開　催：隔週＋随時（大学による作
業サポート）

2. 子育て支援施設の導入
①子育て支援施設のコンセプト
　子育て支援施設は、地域住民の有
志グループと関西大学により施設の
立ち上げに向けて一緒に活動を開始
した。地域住民の有志グループは、
元保育士や元養護教諭など、育児や
教育の経験者であった。そのため、
プログラムの内容に関する基礎的な
知識は持っていたため、自分たちが
提供したいサービス像は描くことは
できた。ただし、現状の八幡市での
子育てに関するサービスの現状を把
握出来ておらず、八幡市としてサー

図 1.A 会議の様子（だんだんテラスにて）
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課題を行政の公的なサービスと民間
でのサービスとでの役割の区別を検
討した。
　多くの親たちは、細かなストレス
を感じ育児に苦労を感じているとは
いえ、元気に明るく子育てをしてい
る。その中の一部の親がストレスの
積み重ねが限界を超え、育児ノイロー
ゼ気味になってしまうなど、子育て
に苦しむ親となってしまう。さらに
その一部が最終的に虐待を行ってし
まうなど、事件につながる行為にま
で至ってしまう。（図１）公的サービ
スを提供する行政には、保育士だけ
でなく、育児に関するカウンセリン
グを専門的に行うことが出来るカウ
ンセラーや、保健師など様々な資格
を持った専門家が多様に存在する。
それらの専門家は、普段元気でいる
親にとってはあまり必要なものでは
ないが、ひとたび育児ノイローゼな
どの自らの限界を超えると必要な要
素となる。すなわち、図１に示す
level １の親をサポートすることは、
専門的な知識のある公的なサービス
でないと対応が難しい。そこで、お
ひさまテラスでは、図１に示す level
０に分類される状態の親が、level １
の状態とならないための日常的なサ
ポートを小さな地域で展開すること
とした。
　そこで、必要な機能としては、「遊
びの広場」と「一時預かり」の二つ
の機能を提供することとした。これ
らの機能は、既に八幡市の公共事業
によっても行われている事業である。
しかし、それぞれの事業ではカバー
しきれないニーズが親にはあり、そ
こを日常的に解決することにより親
にかかるストレスを少しでも少なく
することを目指した。「遊びの広場」
は八幡市の事業では常設で開かれて
いるのは、子育て支援センターのみ
であり、当時は市域の中に２か所し
かなく、３カ所目が計画されている
段階であった。少ないセンターに通
うためには、距離が遠い、交通手段
がないなどの問題があり、なかなか

ビスが足りていない要素を市の子育
て支援課から情報を提供してもらい、
自分たちが提供すべきサービス内容
の全体としての位置づけを検討した。
八幡市では、公設公営で、様々なサー
ビスを展開している。具体的なサー
ビス内容は、１）保育園の運営、２）
ファミリーサポート事業の運営、３）
幼児の医療費補助、４）児童相談所
の運営、５）一時預かりサービスの
運営、の５種のサービスに分類でき
る。サービスの内容としては、不足
は少なく、待機児童数も 0 人である。
しかし、２）ファミリーサポートセ
ンターの利用率や、５）の一時預か
りの手続きの煩雑さなど、サービス
の枠組みには問題が感じられないが、
実際の利用の際には、小さな障害や、
住民の認知度の低さから利用率が上
がりにくい現状がある。八幡市には
様々なサービスがあり、子育て支援
センターのような大きなエリアをカ
バーする施設が充実している、一方
で、小さなエリアで見た時のサポー
トの細やかさには、保育園の一時預
かりなど戦士的な取り組みはあるも
のの、その取組みには限界があるこ
ともわかった。
　UR 男山団地のようなに団地形式
の集合住宅では、転勤で男山に引っ
越してきた人など、地域での繋がり
を持たない人も多い、そこで上述の
認知度の低さなどの問題も鑑みて、
子育て支援施設のコンセプトとして、
歩いて行ける身近な距離にある “ 家
族のような ” 施設となることを目指
した。このコンセプトに見合う施設
の名前として、施設の名称を「おひ
さまテラス」とし、運営グループ「お
ひさまテラスの会」を立ち上げ、施
設の開設に向けての準備を 2014 年
5 月より始めた。

②「おひさまテラス」の２つの機能
　先に述べたように、八幡市では子
育て支援の枠組みはすでに一定以上
確立している。細やかなサービスを
行うために、親が直面している問題、

利用につながらないことも多い。ま
た、センターでは昼食をとることが
できず、お昼時には一度、センター
をでなければならないというルール
もあり、距離が離れると利用しにく
いという現実があった。「一時預かり」
に関しては、事前に予約が必要とな
り、突然の対応が出来ない。また、
一日単位での設定のため、短時間の
預かりサービスがなく、非日常的な
イベント時以外での利用がしにくい
現状がある。これら二つのサービス
のそれぞれの小さなストレスとなっ
ている部分を解消することで、出来
る限り身近に、利用しやすい施設と
なることで、コンセプトである “ 家族
のような ” 施設を目指すこととした。

③４者の連携から生まれた運営への
サポート
　おひさまテラスの運営に当たって
は、施設利用料、光熱費、施設利用
時の事故に対する保険、イベントに
かかる費用など様々な運営費が発生
する。これらの費用に関しては４者
連携の中から様々な形でサポートを
受けることにより、運営が実現して
いる。
　関西大学からは、おひさまテラス
の会に対し、運営の仕組みづくりや
その他の事業主体との連携の場づく
りが行われ、UR 都市再生機構は集会
所を地域に対する公共サポートとい
う理由から、施設利用料、及び光熱
費の免除を頂いた。京都府からはイ
ベント費用に関して、地域活動に対
する補助金を受けることで、おひさ
まテラスのイベントを実施すること
が出来た。
　基礎自治体である八幡市とは特に
強く連携し、おひさまテラスの２つ
の事業のうちの一つである「一時預
かり事業」に関して、既に八幡市に
おいて運営されていた、ファミリー
サポートセンター制度を形を変えて

「おひさまテラスファミリーサポー
ト」とし、「遊びの広場」「一時預か
り事業」ともに、運営時の保険の適
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用を受けられる体制を整えた。この
連携手法は、前例がなく画期的な手
法であると言える。

④「おひさまテラス」の開設
　おひさまテラスは、当初、UR 団地
の一階住戸をコンバージョンするこ
とで、住まいの近くに必要な施設を
設けることを目指した。しかし、UR
内の制度的な制約もあり、コンバー
ジョンの案は採用することが出来な
くなった。
　そこで、男山団地 A 地区にある集
会所の一室をリノベーションし、時
間借りすることで、施設の運営を開
始することとした。先述の通り、４
者連携の中で施設運営のサポートと
して、時間借りする際の利用料を免
除してもらうことで、継続的に施設
が運営できる仕組みを確立させた。
また、施設開設のためのリノベーショ
ン工事では、施設として必要な設備
をあらかじめ準備し、床暖房の設置
や赤ちゃんの事故防止のための柵の
設置などのリノベーションを行い、
子供を預かることが出来る施設へと
リノベーションを行った。
　開設以来、0 人となることなく利
用がある。地域の子育てサークルに
参加を呼び換え 10 組を超える利用
がある場合もある。また、地域の他
のサークルと協働し、市の施設を借
り子供向けのコンサート実施、木工
イベントの開催など、積極的に地域
の既存グループとも連携を始めてい
る。また、自治会のお祭りのサポー
トなども行い地域とともに連携しな
がら、活動を続けている。

3. ダンチ de コソダテの成果
　おひさまテラスには、住民から「お

ひさまテラスがあるから引っ越しを
決めた」との声をも届いており、A
地区としての魅力が明確になり始め
ている。夏場は、プールを持って来て、
水遊びをするなど、地域の中で子ど
もが遊んでいる姿が A 地区の住民た
ちからも少しずつ認知され、普通の
風景として息づき始めている。2015
年度にもリノベーション住戸を供給
する予定となっており、今後も A 地
区の中に暮らす世代間 MIX が進むこ
とが期待される。

図 1. 日々のスケジュール

図 1. おひな様づくりの様子

図 1. イベント開催予告チラシ

図 1. 水遊びの様子

図 1. 持ち寄ってお弁当を食べる様子


